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熊本地震から学んだ教訓を
　　どう防災計画に活かしていくのか

高島市の安全
・安心なまち

づくりを室す

大規模災害対応等検討プロジェクトチームを設置し、
防災計画の見直しを進めます。

答

　

当
市
も
地
域
防
災
計
画

で
地
震
被
害
想
定
が
出
来

て
い
る
。
熊
本
地
震
か
ら

学
ぶ
べ
き
教
訓
が
あ
る
の

で
は
。
ど
う
防
災
計
画
に

活
か
し
て
い
く
の
か
。

問　
政
策
部
長

答
　

多
く
の
自
治
体
は
巨
大
地
震

が
複
数
回
起
こ
る
事
態
は
想
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
熊
本
地
震
の

例
か
ら
現
在
の
想
定
を
上
回
る

被
害
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
を
受
け
て
、
庁

内
に
大
規
模
災
害
対
応
等
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
い
ま
す
。

大
規
模
地
震
対
策

　

原
発
事
故
の
原
因
究
明

も
道
半
ば
で
再
稼
働
な
ら

ば
、
私
は
も
っ
と
厳
し
い

規
制
基
準
を
定
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。
担
当
部
長

は
県
原
子
力
安
全
対
策
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

が
考
え
は
。

　

当
市
は
耐
震
改
修
促
進

化
計
画
を
策
定
し
て
い
る

が
、
達
成
率
と
新
耐
震
化

基
準
に
満
た
な
い
施
設
数

は
。

　

当
市
は
26
年
度
か
ら
橋

梁
の
長
寿
命
化
計
画
に
よ

り
、
点
検
及
び
耐
震
工
事

を
進
め
て
い
る
が
、
管
理

す
る
橋
梁
、
６
７
０
橋
の

進
捗
状
況
は
。

　

規
制
委
員
会
は
40
年
を

超
え
る
高
浜
１
、２
号
機

の
審
査
合
格
を
決
定
。

　

Ｕ
Ｐ
Ｚ
30
キ
ロ
圏
内
の

当
市
は
、
防
災
対
策
の
実

効
性
が
求
め
ら
れ
る
が
。

問　

問　

問　

問　

政
策
部
長

政
策
部
長

答

答

　

一
自
治
体
と
し
て
基
準
見
直

し
等
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と

は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

原
発
の
再
稼
働
等
は
、
国
の

責
任
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
万
一
の
原
子

力
災
害
に
万
全
を
期
す
べ
く
、

市
民
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

し
、
更
な
る
防
災
対
策
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

総
務
部
長

土
木
上
下
水
道
部
長

答答
　

公
共
施
設
の
老
朽
度
や
利

用
、
配
置
、
コ
ス
ト
状
況
を
勘

案
し
、
公
共
施
設
再
編
計
画
に

基
づ
い
て
耐
震
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
27
年
度
末
の
耐
震
化
率

は
81
％
、
基
準
に
満
た
な
い
施

設
は
73
か
所
で
す
。

　

27
年
度
ま
で
で
１
２
７
橋
を

点
検
済
み
、
28
年
度
は
１
５
３

橋
の
予
定
で
す
。

　

30
年
度
で
全
橋
梁
の
点
検
を

終
え
る
計
画
で
す
。

　

今
後
は
、
計
画
的
に
補
修
工

事
を
推
進
し
、
橋
梁
の
長
寿
命

化
を
図
り
、
市
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

大日　翼 議員

原
子
力
発
電
所
再
稼
働

一般質問皆様の声を 高島市政に


